
使用期限は５月３日（日・祝）になります。
　薬はなるべく処方せんの発行日当日に受け取ってくだ
さい。
初診外来の受付時間は
　平日は午前７時45分から11時です。すでに診察カー
ドがある人は、自動受付機が午前６時30分から利用で
きます。救急外来は24時間365日診療を行っています。
自動精算機稼働時間は
　午前７時から午後８時です。一部を除き土・日曜日、
祝日も利用できます。
初診時・再診時選定療養費とは
　初診時選定療養費とは、紹介状を持たずに当院を初診
で受診した場合に、保険診療分とは別にかかる費用で、
5,500円です。
　初診時にかかりつけ医からの紹介状を持参すれば、選
定療養費はかかりません。
　再診時選定療養費とは、病状が安定し、当院がかかり
つけ医への紹介を申し出ても、引き続き当院での受診
を希望する場合に、保険診療分とは別にかかる費用で、
2,750円です。

 
　
�
４月１日から�
窓口負担額が変わります

　４月１日（水）から、国が定める診療科や投薬料などの
改定が行われます。これにより一部医療費が変更となり、
これまでと同じ診療内容であっても窓口負担額が変わり
ます。

 
　
�
診療案内�
〜よくある質問と回答〜

ゴールデンウイーク期間中の診療は
　４月29日（水・祝）、５月２日（土）〜６日（水・振休）が
休診です。救急外来は期間中も通常どおり診療します。
　院外処方せんの使用期限は、発行日を含めて４日間で
す。例えば４月30日（木）に処方せんが発行された場合、

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　母乳やミルクだけを飲んでいた赤ちゃんも、生後
５〜６か月になると離乳食が始まります。離乳食の進
め方の基本となる「授乳・離乳の支援ガイド」が改定さ
れ、食物アレルギー予防の情報が提供されたので、そ
のポイントを紹介します。
●皮膚をきれいに保ちましょう
　湿疹のある赤ちゃんは、食物アレルギーを発症しや
すいことが知られています。よだれかぶれやおむつか
ぶれも含めて、できるだけ肌荒れを防ぎましょう。
●離乳食は普通に始めましょう
　離乳食の開始を遅らせることがアレルギーを予防す
るという科学的根拠はありません。生後５〜６か月を
目安に始めましょう。
●特定の食物を遅らせても予防効果はありません
　卵や牛乳などアレルギーになりやすい食材の開始を
遅らせることも、予防にはなりません。特に卵は、以
前よりも早めに食べ始めることが勧められています。

　離乳食に慣れてきたら、豆腐や白身魚と同様に卵黄
も試してみましょう。固ゆで卵から卵黄だけを取り出
し、お湯やだし汁、ミルクなどでのばしたり、おかゆ
に混ぜたりして食べさせます。生後８か月を過ぎて卵
白を開始するときは、20分ゆでた卵から始めます。
●お母さんの食物除去に予防効果はありません
　妊娠・授乳中のお母さんが卵や牛乳を避けても、ア
レルギーを予防する効果は期待できません。特定の食
品を避けたり、過剰に食べたりせずにバランスよく食
べることが大切です。
　食物アレルギーかなと思っても、食物の除去は自己
判断せず医師の指示に従いましょう。

　【健康管理課管理栄養士】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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離乳食の進め方が新しくなりました
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